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特
別
記
事
：
令
和
元
年
度
慶
應
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

少
子
高
齢
化
時
代
に
お
け
る
大
学
教
育
の
展
望

解　

題

法
学
部
教
授　

佐
藤
拓
磨

　

二
〇
一
九
年
六
月
三
〇
日
（
日
）
に
、
水
戸
三
の
丸
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
慶
應
法
学
会
春
季
研
究
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
本
研
究
大
会
の
共
通
テ
ー
マ
は
、「
少
子
高
齢
化
時

代
に
お
け
る
大
学
教
育
の
展
望
」
で
あ
っ
た
。
個
別
報
告
者

（
登
壇
順
）
は
、
玉
井
清
・
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
、
草

薙
真
一
・
兵
庫
県
立
大
学
国
際
商
経
学
部
教
授
、
旦
ま
ゆ
み
・

常
磐
大
学
人
間
科
学
部
教
授
の
三
名
で
あ
っ
た
。
司
会
は
佐
藤

が
つ
と
め
た
。

　

本
解
題
で
は
、
各
報
告
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
研
究

大
会
時
の
報
告
テ
ー
マ
と
本
特
別
記
事
で
の
論
題
が
異
な
っ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
後
者
の
論
題
を
記
載
す
る
。

①�

玉
井
報
告
「
少
子
高
齢
化
時
代
の
新
た
な
る
大
学
像
を
求
め

て
―
慶
應
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
構
想
の
提
言
―
」

　

玉
井
報
告
は
、
少
子
化
が
進
み
学
生
数
の
減
少
が
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
中
、
大
学
は
、
中
高
齢
者
を
取
り
込
む
こ
と
に

よ
り
、
生
き
残
り
を
は
か
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

玉
井
教
授
は
、
慶
應
義
塾
大
学
に
お
け
る
生
涯
教
育
の
現
状
、

と
り
わ
け
社
会
人
向
け
公
開
講
座
や
通
信
教
育
課
程
に
つ
い
て

紹
介
し
た
う
え
で
、
今
後
、
中
高
齢
者
を
取
り
込
む
と
す
れ
ば

克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を
具
体
的
に
提
示
し
て
い
る
。

同
教
授
に
よ
る
と
、
中
高
齢
者
を
取
り
込
む
際
に
生
じ
る
問
題

と
し
て
、
学
生
の
多
様
化
が
あ
る
。
中
高
齢
者
が
大
学
に
通
お

う
と
す
る
場
合
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
的
と
す
る
者
も
い
れ

ば
、
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
生
涯
学
習
を
目
的
と
す
る
者

も
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
多
様
な
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
把
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握
し
て
適
切
な
講
座
に
誘
導
す
る
仕
組
み
が
な
け
れ
ば
、
中
高

齢
層
の
取
り
込
み
は
う
ま
く
行
か
な
い
と
、
同
教
授
は
指
摘
す

る
。
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
同
教
授
は
、

ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
よ
う
に
、
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
講
座
選
択
の
提
案
を
行
う
相
談
窓
口
を
設
置
す
べ
き

だ
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
提
示
す
る
。

② 

草
薙
報
告
「
社
会
人
教
育
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
―
そ
の

挑
戦
と
挫
折
―
」

　

草
薙
報
告
は
、
自
身
が
兵
庫
県
立
大
学
経
済
学
研
究
科
委
員

長
と
し
て
、
社
会
人
教
育
の
た
め
の
地
域
公
共
政
策
専
攻
コ
ー

ス
の
設
置
・
運
営
に
携
わ
っ
た
経
験
に
基
づ
い
て
、
大
学
院
に

お
け
る
社
会
人
教
育
の
た
め
の
制
度
設
計
の
難
し
さ
に
つ
い
て

論
ず
る
も
の
で
あ
る
。
草
薙
教
授
に
よ
れ
ば
、
地
域
公
共
政
策

専
攻
コ
ー
ス
内
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
の
養
成
を
目
的
と

し
た
「
地
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
税
理
士
の
養
成

を
目
的
と
し
た
「
財
政
・
税
務
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
設
け
た
と
こ

ろ
、
後
者
の
方
に
入
学
者
が
偏
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
そ

の
理
由
は
、「
財
政
・
税
務
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
志
願
者
は
、
税

理
士
試
験
の
勉
強
を
し
て
い
る
た
め
「
地
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
志
願
者
と
比
べ
て
入
学
試
験
に
強
く
、
合
格
者

の
大
半
を
占
め
た
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
コ
ー
ス
間
の

入
学
者
数
の
偏
り
を
大
学
本
部
に
問
題
視
さ
れ
た
結
果
、
地
域

公
共
政
策
専
攻
コ
ー
ス
は
、
他
の
研
究
科
に
統
合
・
解
消
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
同
教
授
は
、
資
格
に
結
び
つ

か
な
い
大
学
院
教
育
は
、
地
方
の
公
立
大
学
で
は
、
一
定
の
規

模
を
保
つ
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
。
仮
に
そ
の
よ
う
な
大
学
院

教
育
を
行
う
と
す
れ
ば
、
入
試
に
相
当
の
工
夫
が
必
要
だ
と
指

摘
す
る
。

③ 

旦
報
告
「
地
域
に
根
差
し
た
地
方
大
学
の
社
会
人
教
育
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」

　

旦
報
告
は
、
常
磐
大
学
が
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と

い
う
観
点
か
ら
行
っ
て
い
る
、
若
手
社
員
研
修
「
石
の
上
に
も

三
年
！
」
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
す
る
に
あ
た
り
、
常
磐
大
学
が
着
目
し
た
の

は
、
い
わ
ゆ
る
「
七
五
三
現
象
」（
就
職
後
三
年
目
ま
で
に
、
中

卒
で
七
割
、
高
卒
で
五
割
、
大
卒
で
三
割
の
人
が
離
職
す
る
と
い
う

現
象
）
だ
っ
た
と
い
う
。
地
域
の
先
輩
社
会
人
と
新
人
社
会
人

と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
職
場
の
満
足
度
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
因
子
で
あ
る
「
仕
事
の
や
り
が
い
」
と
「
職
場

で
の
人
間
関
係
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
向
上
さ
せ
、
離

職
率
の
低
下
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
の
が
、
セ
ミ
ナ
ー
の
狙
い

で
あ
る
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
り
、
先
輩
社
会
人
と
新
人
社
会
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人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
に
つ
い
て
の
相
互
理
解
が
進
み
、
良
い

効
果
が
表
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
旦
教
授
に
よ
れ
ば
、

常
磐
大
学
の
卒
業
生
の
約
八
割
は
、
茨
城
県
内
で
就
職
す
る
。

こ
の
よ
う
に
地
域
に
根
差
し
た
地
方
大
学
に
は
、
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
、
地
域
の
魅
力
づ
く
り
が
で
き
る
人
材
の

育
成
と
い
う
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
他

の
地
方
大
学
も
同
様
の
試
み
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
、
報

告
を
結
ば
れ
て
い
る
。

　

各
報
告
者
の
所
属
先
は
、
首
都
圏
の
私
立
大
学
（
慶
應
義
塾

大
学
）、
地
方
の
公
立
大
学
（
兵
庫
県
立
大
学
）、
地
方
の
私
立

大
学
（
常
磐
大
学
）
と
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
て
い
る
環
境
が
異
な

る
。
少
子
高
齢
化
時
代
に
お
け
る
大
学
教
育
と
い
う
と
、
社
会

人
の
学
び
直
し
に
よ
る
専
門
性
強
化
の
た
め
の
教
育
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
い
う
こ
と
に
目
が
行
き
が
ち
だ
が
、
常
磐
大
学
の
例

は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
社
会
人
教
育
の
例

と
し
て
参
考
に
な
る
。
専
門
性
強
化
と
い
う
点
で
は
、
兵
庫
県

立
大
学
の
例
は
、
ま
さ
に
そ
れ
を
狙
っ
た
も
の
だ
と
い
え
る
が
、

社
会
人
向
け
コ
ー
ス
の
設
計
お
よ
び
入
試
方
法
に
よ
っ
て
は
予

期
せ
ぬ
問
題
が
生
じ
う
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
教
訓
と
し
て
役

立
つ
。
最
後
に
、
玉
井
教
授
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
構
想
は
、
慶

應
義
塾
大
学
と
同
じ
く
教
育
サ
ー
ビ
ス
が
学
部
間
で
縦
割
り
に

な
り
が
ち
な
他
の
大
規
模
大
学
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
も
の

と
い
え
よ
う
。

　

本
研
究
大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
開
催
校
責
任
者
と
し
て
ご
尽
力

く
だ
さ
っ
た
常
磐
大
学
の
菅
田
浩
一
郎
准
教
授
を
は
じ
め
、
各

報
告
者
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
、
お
よ
び
慶
應
法

学
会
の
皆
様
に
対
し
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。


